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主の御名を賛美いたします。会議の穀撲に

は、常日項、お祈りとお捧げ物とご泰社によ

り日本語音主義神学会(JETS)をご支援くだ

さいまして、まことに感議取し上汗ます。

本年六月より� ]ETSの会問壊事長を仰せっ

かりました。大変荷の議いことですが、昨年

間丹ぷ西部部会の理事廷に選ばれましたので、

擦と要部の理事長が額年交代で食障理事

長になるとの機倒に従って、このようになり

ました。これまでに多くの護れた先輩方が各

部会の理事長を、そして会問理事長をお務め

になり、� ]ETSを今日まで指導してください

ました。主に感謝いたしますと共に、今後も� 

]ETSが主とその教会に仕える器として豊か

に用いられますよう、切に摂る次第です。� 

"---" の衝}憐れみの下に普様のご協力に支えられて

忠分的理齢社をさせていただければ、幸いに存

じます。

この機会に改めて� ]ETSの設観念考えさせ

られています。� f神学会」として漫然、学問研

究に勤まなけれ誌なりませんが、� i可持に、
・とその榔業に仕えるという意味で「生きた知

識jの接待努力でな吟れ話会りません。一般

に人間学問富体が人間生活上の必要から生じ

ぞれに仕える使命…さらに一議の諮命の如き

ものーを持っています。しかし災時に、「御用

学爵jに閉しではならず、研究の自由を探鉱

きれなければなりません。これは神学にも~

てはまります。

キリスト教会は最初期から札持と笈教一礼

も神の屈の笈教の一環ーに踏み、その中で

会悶療事長市JII 康則

イエス・キリストを告白し続けてきました。� 

fイエス・キリストJ辻、神的機番卒事示iこ対す

る教会の誌、答としての信樽告白であり、海時

に、外部にi匂かつて語る笈教穫彊ーその核心…

です。神学はその深化と発騰に越なりません。

神学は学問としては様々の神学者の営みです

が、その起源や目的においては、キリスト教

会自体の雷鳥的、証言的営みです。� ]ETSは

この教会伝絞に堅く立ち、繋饗{吏告をより

しく理解し、表現し産すように召されていま

す。教会の任務である一否、教会の脊立自体

である一(包括的な議事長での)貫教に仕えつつ、

その宣教の聖議事的適切北・有効化を目指して

自他伝統の批潤的検証や諮換討をーそのた

めの試行錯誤をー敢行すべきではないかと思

います。

きて、今年は第時間金屋研究会識が神戸で

開寵されます(1 1 月 25~27 日 )0 既に案内

文書が送られていますが、主題は「現代日本

における倍議の神学」で、間つの講演とそれ

ぞれに対する応答、そして神学生によるデイ

ベ…九それに開会礼拝と総括から成ってい

ます。� r謡音主義Jと寄っても多義的であり、

現代日本社会も多様です。長選を多角的に捉

え、神学的に考察することを目指しています。

多くの方々のご参揺を期待しています。ま

た、朝日の� ]ETSを控うべき神学生によるデイ

ベートも初めて試みます。お祈りくださり、

ご期待ください。会員諸賢の上にの豊かな

槻視福を摂りつつ。(神戸改慈主義神学校校長)
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。各地 区 部 会 報 告 .

-.，;詔踊!a'l~色調圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃置
くi議会〉他的多久j義氏、� )11[J~ー彦氏、野重n実現氏 

1.理事会の精華立	
E革期間基宮崎潤圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・

。役員理事 主主挙経:内紛秘iif
警 記:関聖子事長二 1.理事会織成

会計:渡辺悪妻 。役主主主努事 翌雲寺事災ぢ111療費号、
。学会誌:木内{慰霊語、議税務	 記正木牧入、

計:会	号令:内総事言語妻、3室芝� 。部門理事 1.燦耳支給成

総綾子事学:関聖子事長二、 丸山緩ま守	 。学会長率:市111華経質IJ、吉正主義 務

男装史神学:検ul 号、5光m幸村春英、福i務:工藤義弘ま盤、春時本陸自夫、。聖堂	淡� 

x銭神学:1議機導犬、総1字詰ま� 
2.研究会・講演会

会春期研究会:2007時:5fl28B (月)

発題:平野克己氏「伝統的説教への挑戦

ーニュー・ホミレティックスをめぐってj

コーディネータ- jj車線将夫氏

応答者 総本泌氏

②秋期研究会:2007 ~・ 12 月 3 B 月)

研究発表 l 野口誠氏

「教会へのサタンの捷一科学、神学、

章者機、葬儀、法人をめぐってj

研究発表� 2 ゆ島修平氏�  

fョ友燃費銭j怒、災への臨床牧会における

スピリチュア� }V・ケアj

研究発表� 3 った坂 太郎氏� 

fピワピ人への手紙におけるパウロと

その議食事t殺だち

…覚後と非重量容をめぐってj 

3.会員異動

〈入会J大坂太郎氏

(退会〉伊藤淑美氏、久保主翼線氏、小林恭人氏、斉藤

明夫氏、下村茂氏、深I.i'.陵!Ii:.氏、村瀬俊夫

氏

ー・出掛援軍臨掴圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・�  

1.理事会構成

。役員理事	 理事誕:安村仁お

審記:I湾民家

会 計:後身木俊ま襲	 …総後史家主学徒の援言一� 

議lii翁 滋、委主鏑 岩手、大田裕f午、金井出嗣� 

2.研究会・� 3韓首絡会
春期研究会� 2007 if.4 fl 23臼(月)

主魁:r閥者択と今リスト教信仰:特に改訂

「教育慕本法」をめぐってj

秋期研究会� 2007 ~ 11月初日 (月)

主題:r 、、"〆教会と隣家

お傾化する待1-tにおける宣教と信仰J 
3.会長移頭車

〈入会〉大挙D~平氏、営谷正子氏、李光雨氏、雀祭九
氏
 

G議会〉 米関詩文炎氏、� 111童委謙二氏、豪語本初義氏、

〈転出>� r号室接続一氏〈滋毒事部会へ〉

〈召天〉務波公彦氏
 

-Eま認悉it'~3i担圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃E 

CD学会誌事長鎌
楽部:水内{市議籍、総本� i前(会計)

中部:絞滅 剛{議事長日)、壇J)j(久由� 

E首都:市川機関IJ (編集長)、安黒 務� 

②� 38 i警告を行

特集「日本の笈教会考える

論文際F閣議長f子氏� 
fプロテスタシトにおける教会と宣教の棺亘書毒係

主教タ約…著者察一

手守蓄電事喜一氏
 
f戦略的機ぶからの臼本宣教再考j


、鞠W〆
。学会誌.;穫康久E旬、滋 lE燐 尊氏3:1とm争議

。無任所:池上主義� 

2.研究会・講演会

公言語講演会� 2007年� 5fl 14日 明 )

倉沢 正員立氏「臼スド伝送のこれから:

省主の教会連義護告の?炎践神学的検討J
秋季研究発表会� 2007年� 11月� 12B 月)

松浦 剛氏「地域草野積書Z伝滋ーそのあり方と灘題」

山崎ランサム和彦氏「初代教会のロ…マ帝間観:

ルカ文畿におけるケ…ススタディ|

中部部会会報第� 7号

川口 一彦氏「中国主智代のキリスト数-j語教j

木下裕也氏�  n真理一線1(機村氏久)に見るキリ

スト教l
渡辺 聡氏「東京におけるポストモダン的教会の

一泰例j

fヒトデ君主教会のススメ� i
一説代日本家主妥誌の高需要義者整会打破する試みとして-

ul口機一氏� 

fアジア太平洋戦争下の中関伝滋」� 

f怨み~絞っ淡の録手』とその時代
安村仁志氏

「日記に兇る3立教附ニコライの笈教

rJ主教師ニコうイの念日記Jの出版にあわせて

投稿論文

山崎ランサム和語審.iX;

「使徒の働き� 4燃� 23-31節における

言寺綴� 2綴	 2書官のヲIfflJ
;書評壊原久はま1¥ J'ペリカン喜善

「キリスト教の伝統・教綾多義援の康史!

牧野総$;1え 綴老子宮殺害義務� 

f善寺篠を革まわうし� nJ 
富津 誠治氏� 

松浦 襲警主主� 

f
f
自殺:善寺人� i
弘言電パンドと室長江バンド1 

巻頭言芸 会留ま警察疑 内協和彦

発行� 2007年� 12fl 
3.会員異動 ②� 39号テーマ 病気と争奪し

く入会〉右翼害事一氏

等え
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生会計{鷹取}
-..富田帳牽歪謹;R~~急調圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃E 

・草草紙「日本福音主義練学会 念協 会言l'� 2007年度

(8雲寺)2008王子� 012日� (fJi 午後 2:紛~ 5:00 決害事報告jに基づいて訟を ふ総� 

{主総務〕名古屋箆鉄会室長会議後 7綴ひかり 5. JEぐrsニュース〈徐々ヌド)� 30号令発行した

{滋罪管〕東 部:内総和彦(波警詳f愛人渡辺聡 る図研究会議準策会報告($JII) 
中部:佐々木保雄� ー08/06102 午前、準備委員会そ開いた。

Jili 部 市111奈良IJ、書奪取総成(会議十人正木牧人(苦手 ・議~ 2日目午後の「フリートークJそ「神学生デイベー

記) ト!の時間と変吏した。到達苦~ .~ド昔ßの先務 15 名に
学会誌: (市川康目1]) 5000円の交通費援助する。� 

聞開会の御言葉と祈祷:内問潔穆長 • Eドし込み:書を本日各部会の幾記lこヂi皮した。締め切

使徒の働き� 2:36~ 37 りは� 9月末日

・報告:	 書院事審議:

l.~国理事会CìEヌド)配布 r2oo7 年皮全国理事会議挙 1.新役員織成

録。7/05/07J 承認、 集会際環察長:市illl康郎、玉をおi務員三:.iE木殺人、金属

-今後iま当ヨ務会議主に審議務渓記録を中心iこ確認ー承 会計:鷹取裕成� 

2.学会総

G 

認する。

ー宝寺記が議事録をメール号事で配布し修正等を向う ・葬~ 40サ� 200号年発行 は2∞8受付大の会菌研究会議

.~X理事会で承認は不要妻。議官闘の議運算の確認として翌 の特集号とすることを婆壊する。

年理事会の最初;こ議事録を読を)'0 これから取り上げるべきテーマについて話し合った0 

2.各部会報告承認 	 3.会閉会計予算 別紙のように予算添認� 

"'-' 	 ・日首都:(正木 ) 07/09/27、07/11126、07/12128、� 4. JETSニュース

08/04/21の理事会報鈴と、� 08/04/21の総会報告に • 7月末までに原稿提出のこと。後綴後:市111新療事長。

より説明 作成総当:佐今木� 

5.次泌金崩壊事会予定・中部:(佐々 木 

・東部:(内回) 

08/05/12総会議事録により説明

0 ・ 2(α09~子 6 fJ 18 (月〉 :00 5:以[}526総会撃を終により説明	 午後� 2 ~ ∞名夜尿国

3.写会誌(市111) 鉄会総会議室� 7湾ひかり 綴喜義務:浴111翌重要葬長
'38そ子:rS2ドの宣教を考えるj昨年主主発fi 媛照会守王寺j 佐々木

‘3ち号のう予定� f喜善いと豪華しJ8 fJ:4三霊長務総切 

日本棺音主義神学会全国研究会議

開催日: [プ口グラム1
 
2∞8年� 11月� 25日(火)-27日(木)


場所: 
  
神戸� Y羽CA


ホスト:
 
告本福吾主義神学会蕗務部会


全体のテーマ:
 
「現代E本における保護誌の神学J
 

、埼〆'� 講義� I li云えるメッセ…ジj

講師:内田和藤氏
 
応苓:i龍繍滋氏 
  

講義亘� f多元主義社会における伝道j
 
講師:構本昭夫氏
 
応答:棲井儲郎氏� 00 機会礼拝 {奪三主}
a 叫� 

講義重� f伝道の担い手j

講額曾訳期氏 

応答:桔馬伸郎氏


講義N	 11:云道の結実一教会建設 j 自由{近機器昔
教会の祈株会l;a自前� 講師:河野勇一氏� 7時|

質疑比谷 への出席など)応答:工藤弘雄氏

8締� 45 (終了)

隊会事L持説教者安村仁志氏

豪義援� z 観念礼拝� *111康言語氏

11J寺25思{火)� 11月25曾(J!<J 1 11 fl27 8 (末)

宮島寺� 
OO(開始)� !αo (静尊重金)

2韓;a翠� 

LP」質疑応答� 

15 (終了)

1初縦融会�  .~司会礼拝

12 >>寺
(申込者)

一
18守

|∞(開始) 

a;a取
2Q寺 質臨持

3量寺� 00 受付繍始� 15 (終了}

30フリ トーク
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明、



(4) 日本福音主義神学会ニュース� 2008年� 9月1B 

000 I 

日本福膏主義神学会全国会計� 

2007年度決算報告および� 2008年度予葬

収入の部

項 自� 2007年度予算� 2007年震決算� 2008年慶予算

東部分担金� 450，000 450，000 450，000 

中部分拒食� 70，000 70，000 70，000 

渡部分控金� 390，000 390，000 390，000 

学会誌売上� 150，000 100，990 150，000 

広告収入� 150.000 190，000 150，� 

献金� O O O 

雑i艮入� O O O 

前年震繰麓� 925，125 925，125 1，090，995 

ムロ 計� 2，135，125 2.126，115 2，300，995 

、〆w

支出の部

項 目� 2007年度予算 2007年度決算� 2008年Z震予算� 

学会誌出額費� 900，000 800，000 9002000: 

全関理事会費� 150，000 104，310 150，000 : 

事務通信費� 10，000 885 10，000 

ニュース発行費� 30.000 29，925 30，000 

研究助成費� 30，000 O 50，000 

全醤研究会構費� 100，000 100，000 100，000 

名簿作成費� O O 100，000 

雑費・予鏑費� 915，125 O 960，995 I 

01 

次年度繰越� O 1，090.995 O 

|合 計� 2.135.125 2，126，115 2.300，995 
、-〆

現在額総 計

項 目金 額項 国 金 額

2，294，716 ，部便蝦替/:t:l版基金 1，208.421 

4，700 i1，090，995 現金次年重繰越� 

ぷロ与、 計� ムロ� 言十2，299，416 2，299，416 

日本舗音主義神学会ニュース� 
発行 日本詣者主義神学会
編集抜々木毎歳

2∞8年9月1日発行� 五fl 樹 (株)あるむ
，、




